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スタッチ数は SSE群で0.36土0.73回、 0.11土0.42盟、 W
で0.27土0.70図、 0.32土0.57回であ号、それぞれ有意な変
化ではなかった。テスト2においては SSE群で2.93土O‘36
秒、 2.'15土0.41秒であ旬、有意に短縮していた (p= 0.02)。
W群では3.08土0.49秒、 3.02土0.39秒であり、その変化
は有意ではなかった。ミスタッチ数は SSE群で0.46土0.74
回、 0.64土0.91問、 W 群で0.45土0.74問、 0.77土1.11拒!
と有意な変化ではなかった。 2元配置分散分析の結果、テ
スト i における介入による所要時間の変化 (tim~ effect) 
とi時間×群の交互作用はともに有意ではなかったが、テス
ト2における timeeffect は右意だった (p= 0.04針。ミス
タッチ数ではいずれの解析でも有意な変化が示されなかっ
た。{結論}運動、特に SSEによって短期記潜力よりも視
覚探索や動きの正確性・素早さといった能力改善を高齢者
にもたらす可能性が示唆された。
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